
２級の漢字-13

具合 具合が悪
わる

いのできょうはもう帰
かえ

る。 ぐあい

区域 ここは立
た

ち入
い

り禁止
き ん し

区域です。 くいき

発売 きょう発売の雑誌
ざ っ し

を買
か

う。 はつばい

空港 空港に兄
あに

を迎
むか

えに行
い

く。 くうこう

偶数 2,4,6は偶数で3,5,7は奇数
き す う

です。 ぐうすう

偶然 道
みち

で偶然昔
むかし

の友達
ともだち

に会
あ

った。 ぐうぜん

怒る 先生
せんせい

に怒られる。 おこ(られる)

空想 大金持
おおが ねも

ちになることを空想する。 くうそう

空中
空中には目

め

に見
み

えない小
ちい

さいものが浮
う

いている。
くうちゅう

水準 この国
く に

の教育
きょういく

水準の低
ひ く

さを改善
かいぜん

するべきだ。 すいじゅん

釘 板
いた

に釘を打
う

ち付
つ

ける。 くぎ

薬指
薬
くすり

をつける時
とき

に使
つか

うから薬指とよばれるようになったそう

だ。

くすりゆび

崩れる
積
つ

み木
き

が崩れる。
くず(れる)

範囲 予算
よ さ ん

の範囲内
ない

でショートフィルムを作
つ く

る。 はんい

管
それは管を通

とお

ってこちらへ流
なが

れるようになっています。
くだ

具体的 具体的に例
れい

をあげて説明
せつめい

する。 ぐたいてき

人類 人類は地球
ちきゅう

を破壊
は か い

しようとしている。 じんるい

口紅 口紅を塗
ぬ

る。 くちべに

靴下 靴下に穴
あな

があいてしまった。 くつした

配る はい、ではこれからテスト用紙
よ う し

を配ります。 くば(る)

途中 家
う ち

に帰
かえ

る途中、コンビニに寄
よ

る。 とちゅう

HOME

http://www.senseishokai.com/nihongo/index.html


首 私
わたし

は首が太
ふと

い。 くび

制限 会場
かいじょう

に入
はい

る人
ひと

の数
かず

を制限する。 せいげん

入院 母
はは

が病院
びょういん

に入院した。 にゅういん

悔しい 試合
し あ い

に負
ま

けてすごく悔しい。 くやしい

比べる 友達
ともだち

と背
せ

の高
たか

さを比べる。 くら(べる)

参考 資料
し り ょ う

を参考にしながら論文
ろんぶん

を書
か

く。 さんこう

狂う 通
とお

りで誰
だれ

かが狂ったように叫
さけ

んでいる。 くる（う）

苦しむ 彼
かれ

は失恋
しつれん

してひどく苦しんでいる。 くる（しむ）

暮れる 日
ひ

が暮れてきたのでそろそろ帰
かえ

ろう。 く(れる)

苦労 妻
つま

には苦労ばかりかけている。 くろう

仕事 風邪
か ぜ

で仕事をやすむ。 しごと

加える 塩
しお

を少
すこ

し加
く わ

えておいしくする。 くわ（える）

君 田中
たなか

君、ちょっとこっちに来
き

て。 くん

偉い きょう我
わ

が社
しゃ

にＢ社
しゃ

の偉い人
ひと

が来
く

るらしい。 えら(い)

訓練 早
はや

く走
はし

るための訓練をする。 くんれん

指導
担当
たんとう

教師
きょうし

の適切
てきせつ

な指導によりテストに合格
ごうかく

する。
しどう

経営 最近
さいきん

お店
みせ

の経営者が変
か

わった。 けいえい

占う 占
ウラナ

い師
シ

に将来
ショウライ

を占
ウラナ

ってもらう。 うらな（う）

計画 来年
らいねん

の計画を立
た

てる。 けいかく

景気 景気は徐々
じ ょ じ ょ

に回復
かいふく

しつつある。 けいき

経験 若
わか

いうちにいろいろな経験を積
つ

むとよい。 けいけん

敬語 敬語を使
つか

うのは難
むずか

しい。 けいご

過ごす 夏休
なつやす

み中
ちゅう

は家
いえ

で過ごしていた。 す(ごす)


